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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第18期

第３四半期
連結累計期間

第19期
第３四半期
連結累計期間

第18期

会計期間
自　2017年10月１日
至　2018年６月30日

自　2018年10月１日
至　2019年６月30日

自　2017年10月１日
至　2018年９月30日

売上高 （千円） 2,443,608 2,526,841 3,367,076

経常利益又は経常損失（△） （千円） △304,862 391,047 △234,171

親会社株主に帰属する四半期純利益

又は親会社株主に帰属する四半期

（当期）純損失（△）

（千円） △415,241 558,683 △519,558

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △416,094 557,367 △519,658

純資産額 （千円） 2,562,801 2,840,685 2,459,208

総資産額 （千円） 3,019,480 3,590,618 3,142,092

１株当たり四半期純利益金額又は１

株当たり四半期（当期）純損失金額

（△）

（円） △28.77 38.64 △35.94

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － 38.18 －

自己資本比率 （％） 84.8 79.1 78.2

 

回次
第18期

第３四半期
連結会計期間

第19期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　2018年４月１日
至　2018年６月30日

自　2019年４月１日
至　2019年６月30日

１株当たり四半期純損失金額（△） （円） △1.38 △6.92

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第18期第３四半期連結累計期間及び第18期連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益

金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期（当期）純損失金額であるため、記載してお

りません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、第１四半期連結会計期間において、㈱ＣｒｏｗｄＬａｂ（クラウドラボ、旧㈱Ｄｕｇｏｎｇ（ジュゴン）

（注））の株式取得を行い、子会社としたため、同社を連結の範囲に含めております。

　連結子会社でありました㈱ブランジスタゲームは、当社が保有する全株式を譲渡したため、当第３四半期連結会計

期間より連結の範囲から除外しております。

 

（注）2019年１月に商号変更しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

　当第３四半期連結累計期間における我が国の経済は、輸出や生産の弱さが続いているものの、引き続き高い水準

で推移している企業収益や雇用環境の改善が続き、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。ただし、米中通

商問題の動向が世界経済に与える影響や、海外経済の動向と政策に関する不確実性、金融資本市場の変動の影響に

留意する必要があります。

　このような状況のもと、当社グループは「企業プロモーション支援を目的とした電子メディア事業」として、

「電子雑誌」「ソリューション」の業容拡大に努めてまいりました。

　電子雑誌業務では、地方自治体とのタイアップ誌が好調に推移しており、当第３四半期連結累計期間において７

誌を発行しました。また、創刊12年目となる当社主力雑誌「旅色」においては、初の書籍を全国の書店・コンビニ

エンスストアなどで発売いたしました。さらに、2018年12月に子会社化した㈱ＣｒｏｗｄＬａｂ（旧㈱Ｄｕｇｏｎ

ｇ）が運営する、国内・海外の旅行・観光情報を発信するＷＥＢメディアと連携し、認知度の向上による媒体力の

強化と広告収益の最大化を図っております。

　ソリューション業務では、スマートフォンアプリの開発・構築を含めたＷＥＢサイト制作業務の売上が増加し、

ＥＣサポートサービスとともに好調に推移いたしました。また、新たにＥＣマーケティング支援事業を展開する㈱

ピアラとの連携を開始し、同社及び当社が提供する各種ＥＣ支援サービスを両社の既存クライアントへ相互に提供

することで、業務受託売上の増加に努めております。

　また、税効果会計による会計処理の影響により法人税等調整額が減少し、親会社株主に帰属する四半期純利益が

増加しております。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間におきましては、売上高2,526百万円（前年同四半期比3.4％増）、営業

利益386百万円（前年同四半期は営業損失304百万円）、経常利益391百万円（前年同四半期は経常損失304百万

円）、親会社株主に帰属する四半期純利益558百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失415百万

円）となりました。

　なお、当社グループは「企業プロモーション支援を目的とした電子メディア事業」の単一セグメントであるた

め、セグメント別の記載を省略しております。

 

　当第３四半期連結会計期間の当社グループの財政状況は以下のとおりです。

　なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年（2018年）２月16日）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前連結会計年度末の数値で

比較を行っております。

 

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は3,590百万円となり、前連結会計年度末に比べて448百万円の増加となり

ました。

 

（流動資産）

　流動資産は2,564百万円となり、前連結会計年度末に比べて374百万円の減少となりました。これは主に、㈱Ｃｒ

ｏｗｄＬａｂ（旧㈱Ｄｕｇｏｎｇ）の株式取得や自己株式の取得により、現金及び預金が617百万円減少したこと

によるものであります。

 

（固定資産）

　固定資産は1,026百万円となり、前連結会計年度末に比べて823百万円の増加となりました。これは主に、㈱Ｃｒ

ｏｗｄＬａｂ（旧㈱Ｄｕｇｏｎｇ）の株式取得によるのれんの計上により無形固定資産が460百万円増加したこと

や税効果会計による会計処理の影響により繰延税金資産が増加し、投資その他の資産が356百万円増加したことに

よるものであります。
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（流動負債）

　流動負債は519百万円となり、前連結会計年度末に比べて162百万円の減少となりました。これは主に、「ブラン

ジスタ物流」の決済代行業務の支払い等があり、預り金が93百万円減少したことや未払法人税等が77百万円減少し

たことによるものであります。

 

（固定負債）

　固定負債は230百万円となり、前連結会計年度末に比べて230百万円の増加となりました。これは、現金及び預金

の減少に伴い長期借入を行ったことによるものであります。

 

（純資産）

　純資産合計は2,840百万円となり、前連結会計年度末に比べて381百万円の増加となりました。これは主に、自己

株式の取得による351百万円の減少があったものの、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上に伴い利益剰余金

が558百万円増加したことによるものであります。

 

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた事項は

ありません。

 

(3）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2019年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（2019年８月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 14,575,300 14,575,300
東京証券取引所

（マザーズ）

単元株式数は100株で

あります。

計 14,575,300 14,575,300 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、2019年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2019年４月１日～

2019年６月30日
－ 14,575,300 － 621,052 － 1,114,834

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2019年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

2019年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     84,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 14,487,400 144,874 単元株式数は100株であります。

単元未満株式 普通株式      3,200 － －

発行済株式総数 14,575,300 － －

総株主の議決権 － 144,874 －

（注）「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式が88株含まれております。

 

②【自己株式等】

2019年３月31日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社ブランジスタ 東京都渋谷区桜丘町20番4号 84,700 - 84,700 0.58

計 - 84,700 - 84,700 0.58

（注）2019年１月８日開催の取締役会決議に基づく自己株式の取得等により、当第３四半期会計期間末日現在の自己株式

数は408,188株、発行済株式総数に対する所有株式数の割合は2.80％となっております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年（2007

年）内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2019年４月１日から2019

年６月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（2018年10月１日から2019年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

株式会社ブランジスタ(E31776)

四半期報告書

 7/14



１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2018年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,364,235 746,438

売掛金 1,699,270 1,851,637

前払費用 33,004 44,950

預け金 － 48,038

その他 61,697 101,890

貸倒引当金 △219,375 △228,653

流動資産合計 2,938,832 2,564,300

固定資産   

有形固定資産 13,840 19,486

無形固定資産   

のれん － 468,927

その他 34,962 26,739

無形固定資産合計 34,962 495,666

投資その他の資産   

繰延税金資産 103,777 463,365

その他 ※ 50,678 ※ 47,799

投資その他の資産合計 154,456 511,165

固定資産合計 203,259 1,026,317

資産合計 3,142,092 3,590,618

負債の部   

流動負債   

買掛金 95,428 57,850

短期借入金 130,000 190,000

未払金 90,721 99,919

未払法人税等 94,756 16,857

前受金 33,417 39,108

預り金 123,780 30,748

業績連動賞与引当金 88,774 51,788

その他 26,005 33,661

流動負債合計 682,884 519,933

固定負債   

長期借入金 － 230,000

固定負債合計 － 230,000

負債合計 682,884 749,933

純資産の部   

株主資本   

資本金 604,070 621,052

資本剰余金 885,705 1,044,818

利益剰余金 968,572 1,527,255

自己株式 △28 △352,014

株主資本合計 2,458,319 2,841,112

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 △99 △1,415

その他の包括利益累計額合計 △99 △1,415

新株予約権 989 989

純資産合計 2,459,208 2,840,685

負債純資産合計 3,142,092 3,590,618
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間

(自　2017年10月１日
　至　2018年６月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2018年10月１日
　至　2019年６月30日)

売上高 2,443,608 2,526,841

売上原価 924,526 655,093

売上総利益 1,519,082 1,871,747

販売費及び一般管理費 1,823,666 1,485,493

営業利益又は営業損失（△） △304,584 386,254

営業外収益   

転籍関連収入 － 708

受取利息 16 10

雑収入 236 4,780

営業外収益合計 252 5,499

営業外費用   

支払利息 409 620

自己株式取得費用 － 35

為替差損 121 50

営業外費用合計 530 706

経常利益又は経常損失（△） △304,862 391,047

特別利益   

固定資産売却益 － 85

特別利益合計 － 85

特別損失   

固定資産除却損 4 12

事業再編損 － 30,896

特別損失合計 4 30,909

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△304,866 360,223

法人税、住民税及び事業税 102,751 161,127

法人税等調整額 7,623 △359,587

法人税等合計 110,374 △198,460

四半期純利益又は四半期純損失（△） △415,241 558,683

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△415,241 558,683
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間

(自　2017年10月１日
　至　2018年６月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2018年10月１日
　至　2019年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △415,241 558,683

その他の包括利益   

為替換算調整勘定 △852 △1,315

その他の包括利益合計 △852 △1,315

四半期包括利益 △416,094 557,367

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △416,094 557,367

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　第１四半期連結会計期間より、㈱ＣｒｏｗｄＬａｂ（旧㈱Ｄｕｇｏｎｇ）の株式取得を行い、子会社としたた

め、同社を連結の範囲に含めております。

　また、連結子会社でありました㈱ブランジスタゲームは、当社が保有する全株式を譲渡したため、当第３四半

期連結会計期間より連結の範囲から除外しております。

 

（追加情報）

　（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年（2018年）２月16日）等を第

１四半期連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（2018年９月30日）
当第３四半期連結会計期間

（2019年６月30日）

投資その他の資産 9,709千円 9,973千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2017年10月１日
至　2018年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2018年10月１日
至　2019年６月30日）

減価償却費 22,975千円 18,585千円

のれんの償却額 － 〃 52,093 〃

 

（株主資本等に関する注記）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2017年10月１日　至　2018年６月30日）

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２．株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2018年10月１日　至　2019年６月30日）

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２．株主資本の著しい変動

　当社は、2019年１月８日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用さ

れる同法第156条の規定に基づき自己株式を取得すること及びその方法について決議し、当該決議に基づき

自己株式を取得いたしました。これを主な要因として、当第３四半期連結累計期間において、自己株式が

351,986千円増加しております。なお、当該決議に基づく自己株式の取得について、2019年７月18日をもっ

て終了しております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループは、「企業プロモーション支援を目的とした電子メディア事業」の単一セグメントであるため、

セグメント情報の記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　2017年10月１日
至　2018年６月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2018年10月１日
至　2019年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四

半期純損失金額（△）
△28円77銭 38円64銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親

会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（千円）

△415,241 558,683

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額又は親会社株主に帰属する四半期純損

失金額（△）（千円）

△415,241 558,683

普通株式の期中平均株式数（株） 14,431,666 14,457,148

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 38円18銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（株） － 177,616

（うち、新株予約権（株）） － (177,616)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

　（注）前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するもの

の１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2019年８月９日

株式会社ブランジスタ

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　一宏　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 垂井　　健　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ブラン

ジスタの2018年10月１日から2019年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(2019年４月１日から2019年

６月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(2018年10月１日から2019年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ブランジスタ及び連結子会社の2019年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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